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研究成果の概要（和文）：国内10施設から805例1348眼のデータを集め国内多施設緑内障データベースを構築し
た。これらのデータを利用し、視野データに眼圧を組み込むアルゴリズムを作成し、視野進行の予測精度を調べ
た。この結果視野感度を時間に対して線形回帰するよりも予測精度が良いことが確認された。深層学習法を用い
て視野を解析するアルゴリズムを構築し、この方法を用いることで、これまでの方法よりも鋭敏に緑内障性視野
異常を検出できることを報告した。これらの方法を利用することで、Variational Bayes法による視野進行予測
を更に頑健化することが可能であることが分かり、これを利用した視野推測を行う方法を構築を行っている。

研究成果の概要（英文）：A database of glaucomatous visual field was developed with 1348 eyes from 10
 institutes in Japan. Using this database, it was suggested it was useful to regress visual field 
result against intraocular pressure integrated time rather than regressing against time. Also, it 
was suggested it was usefl to use deep learning method to detect early glaucomatous visual field 
change. It was suggested it was useful to combine these approaches with the variational Bayes linear
 regression, and the development of visual field measurement algorithm using these outcomes is 
on-going. 

研究分野： 眼科

キーワード： 緑内障
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
緑内障における視野進行には眼圧が関与し
ているため、臨床現場では眼圧下降治療を行
っている。しかし、この治療後において、実
際の患者で視野進行と眼圧との関連がどう
であるかを多施設データを用いて調べた研
究は過去になかった。深層学習法が最近にな
って開発されたが、この方法が視野診断に有
用であるか研究された報告はこれまでにな
かった。 
 
２．研究の目的 
眼圧記録を視野記録に組み込むアルゴリズ
ムを構築し、正確な視野進行予測が行えるか
検証する。深層学習法で視野診断を行うアル
ゴリズムを構築し、有用であるか検証する。 
 
３．研究の方法 
解析を頑健とするため、多施設緑内障視野デ
ータベースを構築する。これらのデータを用
いて、眼圧組み込み時間で視野結果を回帰す
ることが有用であるか検証する。また深層学
習法を用いて極早期緑内障（前視野期緑内
障）を診断できるか検証する。 
 
４．研究成果 
国内９施設（東京大学、北里大学、島根医科
大学、松江日赤病院、山口大学、山梨大学、
京都府立医科大学、大阪大学、鹿児島大学）
から 10 回以上の視野記録のある 805 例 1348
眼の緑内障視野データベースを構築した
（ Japanese Archive of Multicentral 
Databases in Glaucoma：JAMDIG）。このデー
タを解析して、視野進行に寄与している因子
を調べた。この結果、平均眼圧は視野進行に
関連していないものの、眼圧変動が大きいほ
ど進行が速いことが分かった。また、緑内障
性視野進行には様々な因子が関連している
が、同データを詳細に解析した結果、喫煙習
慣があると、通常の緑内障とは逆に下方視野
の視野障害が促進されることが確認された。
さらに、このデータを用いて眼圧組み込み経
過時間を計算し、視野結果を回帰した結果、
これまでの単純に時間に対して回帰するよ
りも正確な視野予測が行われた。また、深層
学習法を用いて極早期緑内障（前視野期緑内
障）を診断した結果、これまでのいかなる方
法よりも正確な診断が可能であった。また、
また、光干渉断層計の計測結果を機械学習法
の一種であるランダムフォレスト法で解釈
することで早期の緑内障診断をこれまでの
どの方法よりも早期に正しく行えることを
報告した。更には角膜のヒステレシスが緑内
障の進行に深く関連している因子であるこ
とを特定し、報告した（Sci Rep. 2017 
17;7:40798. doi: 10.1038/srep40798）。他
にも、緑内障患者の生活不自由度を推測する
item bank を構築し、これによる結果をラッ
シュ法で解釈することで、正確な推定が行え
ることを発見し、報告した。これらの方法を

変分近似ベイズ線形回帰法と組み合わせる
ことで更なる精度時向上が見込まれ、これを
利用した視野測定アルゴリズムを構築して
いく。 
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